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市民に「伝わる」鳴門の魅力発信プロジェクト業務委託にかかる 
公募型プロポーザル実施要領 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 業務概要 

（１）業務名称 

市民に「伝わる」鳴門の魅力発信プロジェクト業務（以下「本業務」という。） 

（２）業務目的 

市民により「伝わる」情報発信を進めるため、専門的な知識やノウハウを持つプロ人材の伴

走支援のもと、SNSなどの行政情報の発信戦略や発信方法の充実等を図る。また、職員の企

画・編集・情報発信力を高め、職員主体で効果的な情報発信を継続できる体制づくりに取り

組む。 

（３）業務内容 

市民に「伝わる」鳴門の魅力発信プロジェクト業務委託仕様書のとおり。 

（４）履行期間  契約締結日から令和９年３月３１日まで 

（５）見積限度額   8,000,000円（消費税及び地方消費税を含む。） 

（６）支払方法  業務完了払いとする。 

（７）担当部署 

   担当課   鳴門市 未来戦略局 未来デザイン総室 

   担当者   松田 

   所在地   〒７７２－８５０１ 

徳島県鳴門市撫養町南浜字東浜１７０番地 

連絡先  電話 ０８８－６８４－１２７５ 

FAX ０８８－６８６－４７２０ 

メール  mirai_design@city.naruto.i-tokushima.jp 

【日 程】 

参 加 申 請 期 間 令和８年９月３０日（水）～１０月９日（金）午後５時必着 

質 問の受付期間 令和８年９月３０日（水）～１０月７日（水）午後５時必着 

質 問 最 終 回 答 令和８年１０月８日（木） 

参加資格確認結果の通知 令和８年１０月１４日（水） 

業務提案書提出期間 令和８年１０月１５日（木）～１０月２３日（金）午後５時必着 

業務提案書の審査及び評価 令和８年１０月下旬（予定） 

審 査 結 果 通 知 プレゼンテーション終了後５開庁日以内 
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２ 参加資格要件 

本プロポーザルに参加できる者は、次の要件をすべて満たす者とする。 

（１）複数の法人による連合体（以下「共同企業体」という。）若しくは単体の法人であること。 

（２）過去５年間に、民間事業者のプロモーション・ＰＲ業務に関する元請けの契約実績があり、

企画提案及び運用にノウハウを有すると認められる法人であって、本業務遂行にあたり、専

門的かつ十分な能力を有する人員をもって本業務を担当できること。なお、共同企業体の場

合、代表者・構成員のいずれかが満たしていれば可とする。 

（複数の共同企業体において、同時に構成員になることはできません。） 

（３）地方自治法施行令（昭和２２年政令第１６号）第１６７条の４第１項（同令第１６７条の 

１１第１項において準用する場合も含む。）の規定に該当しないこと。 

（４）次のア又はイに該当すること。 

ア 鳴門市物品等競争入札及び随意契約参加資格者名簿に登載されている者。 

イ 上記アに該当しない者で、参加表明書の提出期限までに、別紙①に示す物品の購入等に係

る競争入札及び随意契約参加資格審査申請に必要な書類を提出し、鳴門市が適当と認めた

者。 

（５）鳴門市物品業者等指名停止措置要綱（平成２２年４月１日制定）による指名停止期間中でない

こと。 

（６）鳴門市暴力団等排除措置要綱（平成２４年８月１日制定）に基づく排除措置を受けていないこ

と。 

（７）暴力団、暴力団員、暴力団準構成員、暴力団員でなくなったときから５年を経過しない者、暴

力団関係企業、総会屋、政治活動、宗教活動、社会運動標榜ゴロ又は特殊知能暴力団等の反社

会勢力に該当しないこと。 

（８）会社更生法（平成１４年法律第１５４号）に基づく更生手続き開始の申立て又は民事再生法（平 

成１１年法律第２２５号）に基づく再生手続き開始の申立てがなされていない者であること。 

（９）国税及び地方税に滞納がないこと。 

 

※共同企業体の場合、参加資格要件（３）～（９）は、代表者及びすべての構成員が満たす必要があ

ります。 

 

３ 参加表明書等の提出 

本プロポーザルに参加しようとする者は、次に定めるところにより参加表明書等を提出するこ

と。なお、参加表明書提出後に参加を辞退する場合は、公募型プロポーザル参加辞退届（様式４

－１ ※共同企業体の場合は様式４－２）を提出すること。 

（１）提出書類 

①公募型プロポーザル参加表明書（様式１－１ ※共同企業体の場合は様式１－２） 

②会社概要（様式２） 

 ・共同企業体の場合は、構成員ごとに作成すること。 

③業務実績調書（様式３） 
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・共同企業体の場合は、構成員ごとに作成すること。 

・業務実績を証する書類（契約書、仕様書等）を添付すること。 

④別紙①に記載の書類 

・鳴門市物品等競争入札及び随意契約参加資格者名簿に登載されている者は不要。 

・共同企業体の場合は、様式８及び９を除き、構成員ごとに作成すること。 

（２）提出期間  令和８年９月３０日（水）～１０月９日（金）午後５時必着 

（３）提出方法  本要領１(７)の担当部署へ持参又は郵送により提出すること。 

受付については持参の場合は、事前に電話連絡をすること。 

郵送による場合は、事前に電話連絡の上、封筒に『市民に「伝わる」鳴門の魅

力発信プロジェクト業務』と朱書きし、提出期間内に必着とする。 

提出に係る費用は、参加希望者の負担とする。 

（４）提出部数  １部 

（５）参加資格の確認及び通知 

提出された参加表明書等は、本要領２の参加資格要件を満たしているか審査し、その結果を

電子メールにて令和８年１０月１４日（水）までに通知する。なお、本通知が令和８年１０

月１５日（木）正午時点においても届かない場合は、必ず１(７)の担当部署へ問い合わせを

すること。 

 

４ 質問の受付及び回答 

本プロポーザルに関する質問は参加表明書、提案書等の作成及び提出に関する事項並びに本業務 

実施に関する事項に限ることとし、評価及び審査に関する質問並びに提案内容に関する質問は受け 

付けない。 

（１）受付期間 令和８年９月３０日（水）～１０月７日（水）午後５時必着 

（２）提出方法 

質問書（任意様式）に必要事項を記入し、電子メールにて本要領１(７)の担当部署に提出す   

ること。また、質問書提出後は必ず電話にて受信確認を行うこと。 

なお、電子メール以外での質問書の受付は行わない。 

（３）回答方法 

質問に対する回答は、令和８年１０月８日（木）までに全参加事業者に対して市公式ウェブサ

イトにより行う。なお、電話及び口頭による個別の対応は行わない。 

なお、回答書に記載した内容は、本要領、仕様書等を補完するものと位置付ける。 

 

５ 提案書等の提出 

（１）提出書類 

ア 提案書表紙（様式５） 

イ 提案書 

・様式、枚数等は任意。 

ウ 見積書（様式６） 
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・明細書を添付すること。 

エ 共同企業体参加資格者誓約書（様式１１、様式１１－１） 

  ・共同企業体の場合、必要。 

オ 共同企業体組織協定書（様式１２※例示） 

  ・共同企業体の場合、必要。 

（２）提出期間  令和８年１０月１５日（木）～１０月２３日（金）午後５時必着 

（３）提出方法  本要領１(７)の担当部署へ持参又は郵送により提出すること。 

         ただし、郵送の場合は書留郵便とし、提出期限までに必着のこと。 

（４）提出部数  ９部{正：１部、副：８部（写し）} 

 

６ 審査及び選定 

  受託候補者の選定は、提出された提案書等の内容に関するプレゼンテーション及びヒアリング

（以下「プレゼンテーション等」という。）による審査を踏まえ実施する。 

（１）プレゼンテーション等 

① 実施日は令和８年１０月下旬を予定しており、詳細については、後日通知する。 

② 審査員は、市民に「伝わる」鳴門の魅力発信プロジェクト業務受託事業者選定委員会（以

下「委員会」という。）委員５名とする。 

  ③ プレゼンテーション等の所要時間は、１事業者につき４０分以内（提案説明２０分、質疑

２０分）とする。 

  ④ プレゼンテーション等の出席者は５名以内とする。 

  ⑤ 必要な機材（パソコン等）は提案者が用意すること。 

    ※モニター及びHDMIケーブルは本市で用意する。 

  ⑥ プレゼンテーションの内容は、提出された提案書に基づく説明とし、追加の資料配布は認

めない。 

（２）審査方法 

  本プロポーザルの審査は、委員会において、別紙②に掲げる評価項目に従って行い、評価点が

最も高い者を受託候補者、次点の者を次点候補者として選定する。総合計点が同点数のとき

は、委員会委員が一番高く評点をつけた提案書の数により決定する。それでも同数の場合は、 

委員会委員による多数決により決定する。 

 なお、提案者が１者の場合であっても、プレゼンテーション等及び審査を行い、見積金額の評

価点を除く評価点が配点合計の６割以上となった場合には、受託候補者として選定する。 

（３）審査項目 

  別紙②『市民に「伝わる」鳴門の魅力発信プロジェクト業務プロポーザル評価基準表』のとお

り。 

（４）選定結果の通知及び公表 

  ① 選定結果は、受託候補者決定後、提案者全員に対し速やかに結果通知書により通知する。 

  ② 選定結果は、選定結果通知後、鳴門市公式ウェブサイトにおいて次の事項を公表するもの

とする。 
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ア 業務名、審査会日時及び委員数 

イ 提案者数 

ウ 受託候補者の名称、住所及び代表者氏名 

エ 各提案者の評価項目ごとの評価得点及び合計点 

 

７ 失格事項 

  次のいずれかに該当する場合は、失格とする。 

（１）提出書類等の提出方法や提出期限等が本要領に適合しない場合 

（２）提出書類の内容に虚偽の記載が認められた場合 

（３）本要領１(５)に定める見積限度額を上回る金額で見積書を提出した場合 

（４）プロポーザルの実施途中において、本要領２に定める参加資格要件を満たさないこととなっ

た場合 

（５）提案書等の作成にあたり、第三者の著作権を侵害する提案をした場合 

（６）その他、審査結果に影響を及ぼす不正行為を行った場合 

 

８ 契約に関する基本事項 

  契約は、受託候補者と市が業務内容等について協議を行い、合意に達した場合、締結する。な

お、協議が整わない場合は、次点候補者を受託候補者とみなし、契約締結に向けた協議を行う。 

本業務の仕様については、本業務の目的達成のため、必要な範囲において受託者との協議によ

り別紙仕様書の記載項目の変更等を行うことがある。また、これにより提案見積金額を超えない

範囲で契約内容及び契約額等の調整を行うことがある。 

 契約保証金は免除する。 

 

９ 留意事項 

 （１）本プロポーザル参加に要する一切の費用は、参加事業者の負担とする。 

（２）提出された書類は、本プロポーザル以外の目的に使用しないものとする。 

（３）提出されたすべての書類等は返却しないものとする。 

（４）提出期限後の書類の追加・修正・差し替え・再提出は認めない。ただし、審査に必要と認

められる場合は、市からの追加提出を求めることがある。 

 （５）参加事業者から実施要領に基づき提出される書類の著作権は、作成者に帰属する。ただ

し、採用した提案書等の著作権は、市に帰属する。採用・不採用に関わらず、市は本プロ

ポーザルの報告、公表等のために必要な場合は、提出書類等の内容を無償で使用できる。 

 

１０ 提出先・問い合わせ先 

  １(７)記載の担当部署 
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別紙① 

 

・経歴書（様式７） 

 

・印鑑証明書（写し可） 

 

・登記事項証明書（写し可） 

 

・貸借対照表・損益計算書（写し可） ※申請日の直前２年の各事業年度に関するもの 

 

・納税証明書（提出日の直近１年分、写し可） 

 ア 鳴門市内に本店を有する者 

   鳴門市が発行する法人市民税・法人の固定資産税についての納税証明書 

 イ 鳴門市外に本店を有する者で鳴門市の支店・営業所等に取引に係る権限を委任する者 

   鳴門市が発行する法人市民税・法人の固定資産税 

※鳴門市の課税分だけで結構です。 

 ウ 鳴門市外に本店を有する者で、鳴門市内に支店・営業所等がない者 

本店所在地、あるいは委任先を設けた場合にあっては当該委任先についての法人市区町村民 

税・法人の固定資産税についての納税証明書 

 

・使用印鑑届（様式８）※共同企業体の場合は不要。 

 （１）「届出者」欄 

     営業の本拠となる本社、本店に関する事項を記入すること 

 （２）「使用印鑑」欄 

     鳴門市と契約の締結、代金の請求及び受領その他の一切の商取引に使用する印鑑を押印

すること ※社判（会社名のみ刻印されているもの）は不可 

 

・委任状（様式９）※共同企業体の場合は不要。 

 鳴門市と契約の締結等につき支店、営業所等に属するものを代理人に選任する場合にあっては、

資格の有効期間を通じての委任状を提出すること 

 

・鳴門市暴力団等排除措置要綱に基づく誓約書（様式１０） 
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別紙② 

 

市民に「伝わる」鳴門の魅力発信プロジェクト業務 

プロポーザル評価基準表 

 

１ 評価基準表 

評価項目 評価基準 配点 

①配置予定者の 

業務実績 

・プロモーションや広報戦略について本業務に生かすことの

できる十分な実績を有しているか。 

・単なる制作・発信にとどまらず、発注者等に対する伴走支援

や人材育成、ノウハウ移転に関する実績を有しているか。 

・実施した取組について、情報の到達や反応、行動等を把握・

分析し、改善につなげた実績を有しているか。 

１０ 

②業務実施体制 

・本業務における配置人材及び各担当者の役割が明確であり、

業務を円滑かつ継続的に実施できる体制となっているか。 

・ターゲット設定、媒体選択、文章・見せ方、効果検証等につ

いて、職員が自ら判断するための考え方を習得するため、本

市職員と日常的に連携し、必要な時期に迅速かつ十分な伴

走支援ができる体制となっているか。 

・進捗管理や品質管理、リスク管理等を適切に行える体制とな 

っているか。 

２０ 

③業務実施方針 

・業務の目的、本市の現状と課題、仕様書の内容を十分に把握

した提案であるか。 

・単に情報量を増やすのではなく、市民の情報収集の実態等を

踏まえ、「伝える」から「伝わる」「広がる」「続ける」「情報

発信への転換を図る基本的な考え方が明確に示されている

か。 

・限られた履行期間の中で何を重点的に実施するかが明確で、 

実現可能な方針となっているか。 

２０ 

④提案内容 

・SNS等の媒体について、利用者層や媒体特性を分析し、「誰 

に・何を・どう伝えるか」を整理する具体的かつ実現可能な 

提案となっているか。 

・行政情報に求められる正確性・公平性を確保しながら、市民

生活に影響のある価値や共感を得るための手法や、既にあ

る施策や取組を捉えなおして発信する手法など、「伝わる」

ための具体的な提案が示されているか。 

・市民、学生、事業者等が鳴門の魅力を知り、共感し、自ら参 

３０ 
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加・発信したくなる市民参加型の取組について、具体性・実 

現性のある提案がなされているか。 

・情報の到達、理解、関心・反応、行動、参加・広がり等につ 

いて、成果指標や目標値を設定し、効果を検証するととも 

に、その結果を改善や次年度以降のロードマップにつなげ 

る考え方が具体的に示されているか。 

⑤付加提案 

・仕様書に定める内容以外に、本業務の目的達成や良好な成

果、今後の継続的な情報発信に資するための、有益かつ実現

可能な提案があるか。 

１０ 

⑥見積金額 
・提案内容に対してコストパフォーマンスに優れており、見積

額が妥当であるか。 
１０ 

合 計 １００ 

 

２ 評価水準 

（１）評価基準表の見積金額以外の評価項目については、次に示す５段階評価による得点化方式に

より得点を付与する。 

評価水準 
大変 

優れている 
優れている 普通 

やや 

劣っている 
劣っている 

10点満点の項目 １０点 ８点 ６点 ４点 ２点 

20点満点の項目 ２０点 １６点 １２点 ８点 ４点 

30点満点の項目 ３０点 ２４点 １８点 １２点 ６点 

（２）評価基準表の見積金額の評価項目に対する得点の付与方式は以下のとおり。 

   得点 ＝ 配点 × 最低業務提案見積金額 ÷ 本業務提案見積金額（小数点以下は四捨五入） 

   ※著しく妥当性を欠くもの（業務提案に係る委託料の見積上限額の６０％を下回る場合）は、

本項目を２点とする。 

（３）参加者が１者であっても審査を実施し、見積金額の評価点を除く評価点が６割以上となった

場合には、受託候補者として選定する。 


